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No.150 （令和 7年 7月 1日） 

おもな内容   ページ 

随想 ··························  ·········· １ 

研究協力校紹介 ········  ·········· ２ 

研究室だより············  ·········· ３ 

受講方法と講座案内 ·  ·········· ４ 

教育講演会の紹介 ····  ·········· ５ 

受講後調査の結果 ····  ·········· ６ 

心に残る授業その 91  ·········· ７ 

人事短信(センター所員紹介) ······ ８ 

旭川市立西御料地小学校 紹介 

本校では、PTA が主催する「御料っ子まつり」を開催しています。
保護者の皆さんが子供たちのため 
に「くじ」「駄菓子屋」「ヨーヨー 
釣り」などの出店を準備してくだ 
さいます。出店を回る子供たちは 
笑顔にあふれ、心の底から祭りを 
楽しんでいます。子供たちの豊か 
な心を育むために、これからも保 
護者と学校が協力し、教育活動を 
推進して行きます。 

２０２１年から雑誌に連載され、昨年単行本とし
て発刊された『俺たちの箱根駅伝』（著者池井戸潤）
は、寄せ集めの学生連合チームが、監督の掲げた規
格外の目標に向けて己の限界に挑み、信頼する仲間
とともに２１７．1 ㎞を継走する青春小説です。 
 
「なぜ、君らに考えることを求めるのか。考える

力は、打開する力になるからだ。」 
商社マンで伝説のＯＢでもある監督は語り、選手

はその言葉の意味を理解しながら、刻々と変化する
戦況を読んで勝負を仕掛けます。 
粘り強く学びに向かう姿勢や思考力・判断力・表

現力を培い、自他のよさや可能性を認識し、他者と
協働しながらたくましく未来を切り拓くべく走り
続ける選手たち。常に伴走者として選手に寄り添
い、勇気付ける監督。 
青春とプライドをかけた魂の襷リレーを通して、

令和の日本型学校教育が目指す姿がリアルに描か
れ、何度も読み返すお気に入りの一冊です。 

 
我が家のお正月の定番は「箱根駅伝」です。疾走

する学生の姿を映すテレビ中継を１日５時間も見
続けるのですから、端から見ると何が面白いの？と
呆れられるかもしれません。 
今年は、池井戸作品に後押しされ、初めて現地観

戦しました。 

美深町立仁宇布小中学校 紹介 
本校は、『チャレンジ隊』という仁宇布・美深町についての調べ

学習を行っています。子供たちは、『自然』『産業』『歴史』の分野
から自分の興味のある分野を選び、課題を設定し、学習を進めま
す。仁宇布の牧場や農場、松山 
湿原、トロッコ王国、スバル試 
験場等で体験活動を行い、イン 
タビューや調査により課題解決 
を図り、８月の発表会に向けて 
まとめていきます。一人一人が 
違うテーマを追求しているので 
発表会では、お互いの発表を聞 
き合うのが楽しみです。 

センター日誌 
4/1 新任所員着任 
4/16 講座内容研究協議会 
6/3  学校経営Ⅰ 
6/4  タブレット PC 入門 
6/10 表計算入門 
6/12 特別支援教育① 
6/13 学級経営と教育相談 
6/17 センター研究発表会Ⅰ 
6/25 校務でのﾀﾌﾞﾚｯﾄ PC 活用 
6/26 読書活動 
6/27 校務のための表計算（ｸﾗｳﾄﾞ活用） 
7/1  ｾﾝﾀｰだより第 150 号発行 
○毎週火曜日 定例研究室会議 
○随時 研修講座講師打合せ会議 

 「東京箱根間往復大学駅伝競走」(関東学生陸上
競技連盟主催)の歴史は古く、始まりは１９２０
年、今年で１０１回目を数えます。１月２日・３日
の２日間、各チーム１０名で襷を繋ぎ、東京・大手
町と箱根・芦ノ湖間を往復。 
全国に多くの熱烈なファンをもち、近年は「駅

女」と呼ばれる女性ファンも急増していると聞き
ます。前年大会１０位までのシード校と予選会上
位１０校に学生連合チームを加え、全２１チーム
が熱い戦いを繰り広げました。 
 
 走ることから縁遠い生活を送り、近ごろは３階
までの階段も息が切れる情けなさ。旅行先でもす
ぐにスイーツ休憩に入る有り様ですが、箱根路で
は追っかけ女子に大変身。読売新聞本社前から横
浜、茅ヶ崎、小田原を行き来し、小旗を振って選手
の無事を祈ります。 
復路のゴールテープをフレッシュグリーンのユ

ニフォームが駆け抜けた瞬間、地響きのような歓
声と感動に包まれました。まるで自分が襷を受け
取ったかのように、心は満ちて、エネルギーチャー
ジ完了。 
 
近い将来、小説が日曜劇場で池井戸シリーズと

してドラマ化されたらいいなと密かに願っている
ところです。 

 随想  

  

上川教育研修センター 

所長 石 前 聖 香 

 

「 襷 を 繋 ぐ 」 
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旭川市立東栄小学校 
１ 学校概要 

本校は、旭川市の中心部から南東へ約５㎞に位置し、豊岡地 
区および東光地区に広がる住宅地域を校区としています。昭和 
４５年に開校し、今年で５５年目を迎えました。令和２年に 
は新校舎が完成し、明るく新しさに満ちた環境の中で、子ども 
たちは元気に学校生活を送っています。 

２ 教育目標 
 「さとく ゆたかに たくましく」 
３ 年度の重点 
 「自ら創る」を年度の重点とし、子どもたちが事物や事象に興味をもち、その中から課題を明確に
し、主体的に解決する過程を通して、資質・能力の育成を目指しています。その具現化に向けて、
大きく３つの取組を進めています。 

①『学びのプロセス』の確実な定着 
「見通し・学ぶ・振り返る」学習過程を通し、生活に生きる知 
となるよう授業改善を進めています。 

②一人一台端末の有効活用 
学びを支える文房具としてのタブレット端末の活用を進めてい 
ます。 

③学びのプロセスに基づく家庭学習の定着 
学校での学びを家庭での学習につなげ、学びのプロセスに沿った自主学習を進めています。 

旭川市立神居東中学校 
１ 学校概要 
  本校は、昭和５７年に神居中学校から分離して開校しました。周辺には伊の沢スキー場をはじ
め、豊かな自然と閑静な住宅街があり、現在、在籍する２００名の生徒は何事にも熱意をもって取
り組んでいます。近年では陸上、駅伝、バスケットボール、管楽器演奏など様々な種目・分野で全
道・全国大会進出を果たすなど、活力に溢れた学校です。 

２ 教育目標 
  『未来を築く人間性豊かな人』 
３ 年度の重点 
 『夢や目標をもって仲間と共に高め合う 

人間性豊かな生徒の育成』 
    ～「挑戦」「協働」「感動」を合言葉に～ 

   
本校は今年度、北海道教育委員会「学校力向上に関する総合実践事業」の

指定を受け、家庭や地域との連携・協働を基軸とした学校運営に取り組みま
す。そこで、教職員全員がＡＡＲサイクルを意識し、家庭や地域と一体とな
って生徒に挑戦・協働・感動を経験させることを通して、自己肯定感を高
め、予測困難な社会をたくましく生き抜き主体的に自己実現を果たすため
の資質・能力を備えた生徒の育成を目指します。 

講座内容研究協議会 
4 月 16 日、上川教育研修センター研修講座に関する会議、「講座 

内容研究協議会」が研修センターにて開かれました。 
 開会式では、野﨑幸宏教育長よりご挨拶をいただきました。また、 
研修センターの貞弘真悟副所長より、研修事業の報告と計画につい 
て、概要を説明いたしました。 
研修センターでは、令和 7 年と 8 年の 2 年間を見通し、第 18 次 

研修講座として研修内容を計画しております。時代が大きく変わる 
中での教育において、さらに実りある研修、また、リアルタイムに 
学校の“今”に役立つ力となるよう講座内容の熟慮も重ねております。 
多くの皆様の受講をお待ちしております。 



上川教育研修センター 第２０次研究２年次
研究室では、新部長と新しい２名の研究員を迎え、第２０次研究の２年次をスタートさせました。１年次の成果と課題を受けて、改めて

「子どもを主語にした授業」のあり方を整理し、「主体的・対話的で深い学び」を一層充実させる単元デザインを研究していきます。６月の

研究員によるセンター研究発表会Ⅰからはじまり、９月と１０月には、旭川市立東栄小学校と旭川市立神居東中学校の２校の協力校による授
業実践、そして１２月には研究員による２年間の研究のまとめとなるセンター研究発表会Ⅱを、北海道教育大学附属旭川中学校の研究発表と
合同で行い、研究内容について検証を行う予定になっています。

また、従来の研究授業向けの指導案と併せて、「主体的・対話的で深い学び」を日々の授業で実践するために、いつも手元に置いて活用す
ることを目的とした新しい指導案の形を提案してまいります。今年度も、皆様と共に、「主体的・対話的で深い学び」について一緒に学んで
いきたいと思いますので、よろしくお願いします。

求められる資質・能力を育む学習指導の在り方
～子どもを主語にした主体的・対話的で深い学びの実現を目指して～

研 究 主 題

「知識及び技能」を習得し、「思考力・判断力・表現力等」を高め、「学びに向かう力・人間性等」
を涵養し、各教科の特質に応じた「見方・考え方」を働かせながら深い学びに向かっていく児童生徒。

求める児童生徒像

「主体的・対話的で深い学び」の視点で授業改善を図ることで、児童生徒の学習や教師による指導の
改善等につなげ、組織的かつ計画的に教育活動の質が向上し、児童生徒に求められる資質・能力が育
成されるであろう。

研 究 の 仮 説

子どもを主語にした主体的・対話的で深い学びの実現
研究内容１ ～児童生徒の思考に沿った単元デザイン～
（１）児童生徒が主体的に学ぶための課題設定と見通し

・児童生徒が学びに向かう意欲を掻き立てる課題の設定
・学習過程のイメージ、目指すべき姿のイメージの共有

（２）児童生徒が資質・能力を身に付けるための自己選択の機会と学び合い
・身に付ける資質・能力を明確にした自己選択の機会の計画的な設定
・学びを個で終わらせない協働的な学びの場面の設定

（３）児童生徒が学びの価値を感じる振り返り
・学習内容の定着と自己変容を自信に変え、学ぶことの意義に気付かせる振り返りの機会の
計画的な設定

研究内容２ ～児童生徒の深い学びを促す教師の働きかけ～
（１）教科の特質を生かした発問

・各教科の特質を生かしながら、児童生徒の学びをより深める発問の吟味
（２）思考を束ねる可視化の手立て

・１人１人の児童生徒の考えを収束させるとともに、交流場面での思考の深まりを促す可視
化の手立ての工夫

研 究 内 容

ICTの効果的な活用
・多様で大量の情報の収集、整理・分析、まとめ、表現
・児童生徒の思考の過程や結果の可視化
・情報の双方向性による瞬時の情報共有 等

研究室では、週に１回程度、上川教育研修センターにて研究室会議を
行い、上川管内の先生方にお伝えする研究内容を協議しております。
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今年度から、一般研修講座、ICT 実技研修講座、出前講座の申し込みを、2 次元コードから行うこと

にしました。下記の 2 次元コードからお申し込みください。開催要項にも掲載されております。なお、

お申し込みの際には、申込受領のメールが送信されますので、ご確認ください。 

※お申し込み時のメールアドレス入力につきましては、学校の代表メールを入力してください。 

一般研修講座               ICT実技研修講座            出前講座 

 

 

 

 

 

 

センターWeb ページもご活用ください 

http:/kami-cen.hs.plala.or.jp/ 

今年度の研修講座開催要項やＲ６年度研究紀要 

等がダウンロードでき、過去の研修講座の様子や 

センターだよりを見ることもできます。 

 

🍉夏季休業中の研修講座🍉 

開催日 曜日 研 修 講 座 名 備   考 

7 月 24 日 (木) 幼保小連携教育   

7 月 25 日 (金) 道徳科指導① 2 日目：9月 3 日（水） 

7 月 25 日 （金） 表計算入門② ICT実技研修 

7 月 25 日 （金） 校務のための表計算① ICT実技研修 

7 月 28 日 (月) 教育講演会   

7 月 29 日 (火) 外国語（英語）指導① 2 日目：9月 29 日（月） 

7 月 30 日 (水) 国語科指導① 2 日目：9月 9日（火） 

7 月 30 日 （水） 授業のためのプログラミング入門① ICT実技研修 

7 月 31 日 (木) 社会科指導① 2 日目：9月 26日（金） 

7 月 31 日 （木） 授業でのタブレットＰＣ活用① ICT実技研修 

7 月 31 日 （木） 校務でのタブレットＰＣ活用② ICT実技研修 

8 月 1 日 (金) 算数・数学科指導① 2 日目：9月 26日（金） 

8 月 4 日 (月) 学校事務実務   

8 月 5 日 (火) 理科指導① 2 日目：10月 6 日（月） 

8 月 22 日 (金) 令和の日本型学校教育   

インスタ始めました。 

研修センターの更新

のたびに情報を発

信する予定です。 

会
場
は
す
べ
て
上
川
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
で
す 
 

※
二
日
目
の
あ
る
講
座
は
授
業
実
施
校
で
す 
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教育講演会
上川教育研修センター

中　澤　美　明

講師

氏

日時 会場

お申し込み

28（月）
10:00 ~ 開会式 10:10 ~ 講　演

11:40 ~ 閉会式

上川教育研修センター
※オンラインでの受講も可能です

お申し込みはこちら

QR
コード

北海道教育大学教職大学院　特任教授
独立行政法人教職員支援機構（NITS）フェロー

なか　　ざわ よし　　あき

演題

「令和の日本型学校教育を担う
                           新たな教師の学び」

講師紹介
昭和６２年５月 中川郡池田町立池田小学校教諭 　　　　　平成２０年４月 北海道教育庁学校教育局義務教育課主査
平成　３年４月 勇払郡占冠村占冠中央小学校教諭 　　　　平成２３年６月 北海道教育庁後志教育局教育支援課長
平成　５年４月 空知郡南富良野町立金山小学校教諭　　　 平成２５年４月 北海道教育庁学校教育局義務教育課主幹
   （平成8年度 北海道立教育研究所長期研修員） 　　　 　　        （平成２６年４月～平成２９年３月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道教育大学教職大学院招聘教授）
平成１１年４月 北海道立教育研究所総合学習兼 　　　　　平成２８年４月 北海道立教育研究所企画・研修部長
　　　　　　　 生活科教育研究室長
平成１３年４月 北海道立教育研究所研究研修主事 　　　　令和　元年6 月 北海道教育庁学校教育局義務教育課長
平成１４年４月 北海道教育庁根室教育局指導主事 　　　　令和　２年４月 北海道教育庁後志教育局長
平成１６年４月 北海道教育庁上川教育局指導主事 　　　　令和　３年４月 北海道教育庁学校教育局指導担当局長兼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新型コロナウイルス感染症対策局長
平成１８年４月 北海道教育庁学校教育局義務教育課    　　令和　５年４月 北海道立教育研究所長
                    指導主事 
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令和６年度 受講後調査の集計結果 ～ご協力ありがとうございました～ 
 

当研修センターでは、研修講座の受講後２～３か月を目処に御回答いただく「受講後調査」を実施しました。

お忙しい中にもかかわらずご協力をいただきまして、ありがとうございました。令和６年度の結果をまとめまし

たので、お知らせいたします。 

設問１ 研修終了後、児童生徒や同僚教職員、他の学校の教職員等に研修成果を発信することができましたか。    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問２ 研修終了後、自校や校外研修会等で、研修内容を活用し、自己の指導内容や方法の工夫改善ができましたか。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問３ 研修内容を広げたり活用したりした結果、児童生徒や対象の教職員に効果や変容がみられましたか。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「受講後調査」 

2次元コード 
 

講座の成果を推し測り、より多くの受講される皆様の御意見を反映するため、当研

修センターのＷｅｂサイトや２次元コードから簡単にアクセスできるようにしてお

ります。今年度も２～３か月を目処にご回答ください。 

※令和 7 年度からは、受講の２か月後にアンケートのお願いのメールを発信し

ます。ご協力お願いいたします。 

研修の成果について、例年にも増

して多くの方に活用していただいて

おります。 

受講者はもとより、広く教育現場

に生かされるよう、より多くの方に

発信していただけますような講座運

営を目指し、工夫改善してまいりま

す。 

９８％の受講者から自己の指導内

容や方法の工夫改善ができたという

肯定的な回答をいただきました。 

今後もさらに多くの皆様が実践に

生かすことができる教育現場の実態

に即した講座内容となるよう努めて

まいります。 

（％） 

９０％の受講者から効果や変容が

みられたという回答をいただきまし

た。反面、効果が感じられないとい

う回答も少数ながら見られ、講座の

2次的な影響への工夫の必要性も感

じられる結果となりました。受講ア

ンケートを生かしながら、より実践

的な研修内容になるよう努めてまい

ります。 
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教科指導をはじめ、生徒指導・特別支援教育・今日的な教育課題・ＩＣＴ活用・各種実技指導 

など、各学校の校内研修や教育研究団体の様々なニーズに合わせて、選りすぐりの講師を派遣し 

ています。 

今年度の１次受付と２次受付は終了していますが、予定している開設数までまだ空きがござい 

ます。上川教育研修センターのホームページ、もしくは、４ページの 2 次元コードよりお申し込み

ください。 

【講座内容例】 

教科等指導（国、算等） 指導計画、評価、言語活動、校内研修にかかわる事項等 

ＩＣＴの活用 タブレットＰＣ活用、ＩＣＴ活用、メディアリテラシー等 

各種実技指導 器械運動（体育）、木版画（図工）、毛筆（書写）等 

特別支援教育 発達障害の理解、個別の支援計画、交流および共同学習等 

生徒指導 構成的グループエンカウンター、教育相談、カウンセリング等 

今日的な教育課題 学力向上、幼保小連携、小中連携等 

心に残る授業 その 91 

 

旭川市教育委員会 

教育指導課主査 

森   走 平 

 

体育を苦手とする児童生徒は、学習内容の中

心を技能の習得と捉えがちで「運動が得意では

ないから体育は苦手だ」と感じる傾向があるの

ではないでしょうか。 

学習指導要領解説（体育編・保健体育編）では、

運動やスポーツには「すること」だけでなく、「み

ること」「支えること」「知ること」など、多様な

関わり方があることが示されています。 

私の心に残っている授業は、教師の計画的・意

図的な指導の下、「運動は得意ではなくても、運

動の行い方をよく理解している児童」が活躍し

た小学校６年生体育科の授業です。 

本授業では、前時までに学習したマット運動

の基本的な技を安定して行ったり、それらを組

み合わせたりする活動が設定されていました。 

児童たちは、自己の課題解決や技の組み合わ

せを工夫したり、撮影した動画を確認しアドバ

イスを出し合ったりするなど、主体的に学習に 

取り組んでおり、活気に満ちた歓声が体育館に

響いていました。 

すると、先生が笛を鳴らし、あるグループに

児童全員の注目を集めました。私は、技を上手

にできる児童が演技するのだろうと予想しま

したが、実際は違いました。 

先生は、不安な表情を浮かべているＡさんの

隣に立ち「ＡさんがＢさんに技のポイントやこ

つを分かりやすく説明してくれたおかげで、Ｂ

さんは今日、初めて開脚前転ができるようにな

りました！ Ａさん、ありがとう‼」と称賛し

たのです。 

授業の終末に「今まで体育が苦手だったけ

ど、Ｂさんが開脚前転できて嬉しかったし、先

生に褒められて体育がちょっと好きになりま

した」と振り返りを入力しているＡさんの明る

い表情が印象的でした。 

この授業を通して、教師の役割は、多様な関

わり方を価値付けることであり、たとえ運動が

得意ではなくても、体育の授業で活躍できる場

面を意図的に設定することで、児童生徒の体育

に対する自己肯定感が高まり、意欲の向上につ

ながるものであると実感しました。 
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所員 

所長      事務部長   事務係    事務係      指導員    指導員 

（愛宕中）  （愛別中） 

石前 聖香   北澤 克康  笹谷 青子  上光さゆり    野尻 佳世  児玉 考弘 

 

ICT 指導員  研究員     研究員    研究員    研究員 

（緑が丘中） （北門中）  （朝日小）  （神楽岡小）  （附属旭川中） 

久須美克典  荒木 健地   河野  翼  林  裕生  林  尚輝 

 

副所長 

  貞弘 真悟 

 教職員の研修は全てが子供たちの成長につな

がるものという信念を持ち、センター運営に努め

てまいります。よろしくお願いします。 

指導員 

   勝瀬 駿太 

（旭川市立西神楽中） 
  

 研修講座がより現場のニーズに即したものにな

るよう精一杯務めます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

研究事業部長 

 太田 貴幸       

  （旭川市立東町小） 
   

 理論と実践の往還により、今求められる授業づ

くりを分かりやすくお伝えします。よろしくお願い

いたします。 

研究員 

   相澤 正一 

 （美瑛町立美瑛東小） 
  

学び続ける姿勢を大切にし、上川管内の教育

に尽力します。よろしくお願いいたします。 

研究員 

   林  走 

  （旭川市立広陵中）  
  

上川の教育の充実と発展に少しでもお役に立

てるよう努めてまいります。よろしくお願いいたし

ます。 

退任 お世話になりました 
 
○前指導員 

     小林 和博（旭川市立桜岡中） 
○前研究事業部長                                      

川村 貴弘（旭川市立青雲小） 
○前研究員 

片山  泉（旭川市立愛宕中） 
○前研究員 

     因幡 明浩（旭川市立新富小）                                         
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